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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

緑
が
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中

に
広
が
り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
徐
々

に
感
染
が
拡
大
し
、
収
束
に
向
け
た
先
行

き
が
不
透
明
な
中
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

４
月
16
日
に
は
政
府
よ
り
緊
急
事
態
措

置
を
実
施
す
べ
き
区
域
が
７
都
道
府
県
か

ら
全
都
道
府
県
に
拡
大
す
る
こ
と
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
お
一

人
お
一
人
が
意
識
を
も
っ
て
行
動
し
、
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

通
常
の
感
染
症
へ
の
対
応
と
同
じ
く
、

こ
ま
め
で
丁
寧
な
手
洗
い
、
う
が
い
や
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
十
分
な
睡
眠
と
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
免
疫
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
換
気
の
悪

い
密
閉
空
間
」「
多
数
が
集
ま
る
密
集
場

所
」「
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接

場
面
」
な
ど
３
つ
の
密
が
重
な
る
環
境

を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
気
候
の
良
い
季
節
で
あ
り
大
型

連
休
を
利
用
し
た
旅
行
や
帰
省
等
の
ご
予

定
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
感
染
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
も
不
要
不
急
の
外
出
を

自
粛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
改
め
て
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
拡
大
に
伴
い
、
様
々
な
情

報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
事

実
と
異
な
る
情
報
や
、
誹
謗
中
傷
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
市
で

は
引
き
続
き
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
の
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
デ
マ
や
不
当
な
誹
謗
中
傷

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
慎
重
に
行
動
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
や
県
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
市
役
所
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
個
人
が
で
き
る

感
染
症
予
防
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、
心
を
一
つ
に
合

わ
せ
て
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルス感染症対策について
マイナポイントをもらうには？　簡単３ＳＴＥＰ！

帰国者・接触者相談センター 一般電話相談
滋賀県薬務感染症対策課 ☎ 080-2470-8042（24 時間） ☎ 528-3637（8:30 ～ 17:15）

草津保健所 ☎ 080-2522-3054（平日 8:30 ～ 17:15） ☎ 562-3526（平日 8:30 ～ 17:15）

相談内容 風邪の症状や 37. ５℃以上の発熱が４日以上続いている。
強いだるさや息苦しさがある。

左に該当する症状以外の問い合わせ
感染症に関する質問など

新型コロナウイルス感染症に関する支援窓口を掲載しましたので、ご活用ください。また、国・県との緊密な情報連携を行い、
広報やホームページなどにより皆さまに感染状況に応じたメッセージや注意喚起を行ってまいります。

最新の情報は随時お知らせしていきますのでご確認ください。

相談内容 問い合せ先 相談内容 問い合せ先

小中学校の学校教育に関すること 学校教育課　☎ 551-0130 上下水道料金等の支払い猶予に
関すること

上下水道課　上下水道管理係　
☎ 551-0135

幼稚園・保育園に関すること 幼児課　☎ 551-0424

後期高齢者医療保険料の減免・
支払い猶予に関すること

保険年金課　高齢者医療係
☎ 551-0361

介護保険料の減免・
支払い猶予に関すること

長寿福祉課　介護保険係
☎ 551-0281

児童館・子育て支援センターに関
すること

地域子育て支援センター
☎ 551-2370 生活資金にお困りの人への特例

貸付（緊急小口資金・総合支援
資金の貸付）に関すること

栗東市社会福祉協議会
（なごやかセンター内）
☎ 554-6105学童保育所に関すること 子育て応援課　☎ 551-0114

乳幼児健診・けん診に関すること 健康増進課　☎ 554-6100 手原駅前市営駐輪場定期代の
還付手続きに関すること

交通政策課　交通政策係
☎ 551-0291

市税全般の徴収猶予・換価の猶予に
関すること

税務課　納税推進室　
☎ 551-0107

中小企業・小規模事業者の
経営や資金繰りに関すること

商工観光労政課
☎ 551-0236

【市役所等の相談窓口】

【新型コロナウイルス感染症の相談窓口】
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マイナンバーカードの申請はお早めに！
こんなに便利！マイナンバーカード　
～各種証明書がコンビニで取得できます～

問マイナンバーカードについて …総合窓口課　☎ 551-0110　FAX553-0250
　マイナポイント制度について…総務課　　　 ☎ 551-0101　FAX554-1123
　マイナンバー総合フリーダイヤル　　　　　 ☎ 0120-95-0178 ( 音声ガイダンスに従って「５番」を選択してください。)

証明書の種類
コンビニ

など
窓口 備考

住民票の写し 250 円 350 円 本市に住民登録がある本人または同一世帯の人
※転出や死亡による除票、転出予定者は発行不可。

印鑑登録証明書 250 円 350 円 本市で印鑑登録している本人分　※転出予定者は発行不可。

課税（非課税）証明書・所得証明書　　250 円 350 円
賦課期日の１月１日現在本市に住民登録がある本人の最新年
度分
※申告がない人、転出者、転出予定者は発行不可。

戸籍全部事項証明書・戸籍一部事項
証明書 350 円 450 円 本市に住民登録と本籍がある人で本人および同一戸籍の人の分

※原戸籍、除籍、本市が本籍地でない人は発行不可。
戸籍の附票（本人が在籍する戸籍） 250 円 350 円

窓口交付より
100 円お得！

※ポイントの申込時期が近づくと、カードの申請が混み合い、申請から交付まで通常（１か月）よ
りも時間がかかることが見込まれますので、早めの申請をお願いします。

初回手数料は無料です。
交付申請書をお持ちの人は、以下の方法で申請してく
ださい。
市役所窓口でも本人確認書類の提示で、交付申請書を
再発行できます。

スマートフォンまたはパソコンとマイナンバーカー
ド取得時に設定した「利用者用電子証明書暗証番号

（数字４桁）」が必要です。

マイナポイント申込みページで、利用する
キャッシュレス決済サービスを選択し、申込む。

■利用できる店舗　セブン‐イレブン　ローソン　ファミリーマート　ミニストップ　
　セイコーマート　イオン　平和堂ほか
■利用できる時間　６:30 ～ 23:00 まで（12 月 29 日から翌年１月３日、保守点検日を除く）
■利用に必要なもの　マイナンバーカードと利用者証明書用電子証明書の暗証番号（数字４桁）
※５月２日～６日および５月 31 日はシステムメンテナンスのためコンビニ交付は休止していますのでご注意ください。

2020年９月より、キャッシュレスでチャージまたは買い物をするとマイナポイント25%がもらえます。
マイナンバーカードを取得し、マイナポイントを予約の上、キャッシュレス決済サービス（○○ペイ）で、チャージ
または買い物をした人に対して、最大 5,000 円分のマイナポイントがもらえます。

ＳＴＥＰ１　マイナンバーカードの申請・取得

ＳＴＥＰ３　マイナポイントの利用イメージ

ＳＴＥＰ２　マイナポイントの予約（マイキーＩＤの設定）

マイナポイントをもらうには？　簡単３ＳＴＥＰ！
今からマイナンバーカードを取得しておこう！
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市
の
国
民
健
康
保
険
制
度

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
税

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

　

課
税
限
度
額
の
一
部
が
変
更
に
な
り

ま
す
（
税
率
は
令
和
元
年
度
か
ら
据
え

置
き
で
す
）。

■
非
自
発
的
失
業
者
に
か
か
る
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
を
し

た
65
歳
未
満
の
人
は
、
国
保
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
…
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を

受
け
て
い
る
人
で
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
が

11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、
34
の
人

軽
減
額
…
前
年
の
給
与
所
得
を

100
分

の
30
と
し
て
所
得
割
の
算
定
や
均
等

割
・
平
等
割
の
軽
減
判
定
を
行
い
ま

す
。

軽
減
期
間
…
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

■
医
療
費
節
約
の
た
め
に

　

国
保
加
入
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
安
定
し

た
国
保
運
営
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◦
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
で
は
、
運
動
や
適
正
な
食

生
活
を
心
が
け
、
健
康
な
生
活
の
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
年
１
回
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し

ょ
う

　

40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
人
を
対
象

に
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
（
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
通
知

し
ま
す
）。
特
定
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
で
、
常
に
自
分
の
健
康
を
管

理
す
る
と
と
も
に
、
も
し
病
気
が
見

つ
か
っ
た
と
き
は
早
期
に
治
療
を
受

け
、
重
症
化
の
回
避
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◦
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

歯
の
病
気
は
多
く
の
疾
患
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
市
で
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
30

歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
の
人
を
対

象
に
、
節
目
歯
科
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に

通
知
し
て
い
ま
す
）
の
で
、
こ
の
機

会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
か
か
り
つ
け
医
を
家
族
ぐ
る
み
で
持

ち
ま
し
ょ
う

　

診
療
だ
け
で
な
く
、
健
診
結
果
や
家

族
の
病
歴
な
ど
を
か
か
り
つ
け
医
と

共
有
す
る
こ
と
は
、
救
急
時
や
専
門

医
へ
の
紹
介
時
に
お
い
て
、
適
切
な

情
報
提
供
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◦
緊
急
性
の
低
い
時
間
外
受
診
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
い
わ
れ
る
緊

急
性
の
低
い
時
間
外
の
受
診
は
、
加

算
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
だ
け
で
な

く
、
救
急
医
療
を
阻
害
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
適
正
な
受
診
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

◦
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ

り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
様
の

有
効
成
分
・
効
能
で
、
新
薬
よ
り
低
価

格
で
す
。
診
察
時
な
ど
に
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

　

令
和
元
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
世
帯
は
、左
表
の
よ
う
に
均
等
割
・

平
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

区分 医療
保険分

後期高齢者
支援金分

介護保険分
（40～64歳）

所得
割額

課税対象
所得※に対し 6.36% 2.25% 1.56%

均等
割額

被保険者
一人につき 29,600円 10,100円 11,100円

平等
割額

１世帯
につき 22,000円 7,500円 4,700円

課税限度額
（参考：令和元年度）

63万円
（61万円）

19万円
（19万円）

17万円
（16万円）

軽減
区分

基準額（世帯主とその世帯に属する
被保険者の所得の合計額）

７割
軽減 33万円以下の世帯

５割
軽減

33万円＋（28.5万円×被保険者
数）以下の世帯

（参考：令和元年度）33万円＋（28万
円×被保険者数）以下の世帯

２割
軽減

33万円＋（52万円×被保険者数）
以下の世帯

（参考：令和元年度）33万円＋（51万
円×被保険者数）以下の世帯

※
課
税
対
象
所
得
…
被
保
険
者
の
前
年
所

得
か
ら
33
万
円
を
控
除
し
た
額
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問
国
保
制
度
や
資
格
…

　

保
険
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

  

☎
551-

１
８
０
７ 

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

国
保
税
の
納
税
…

　

税
務
課 

納
税
推
進
室

  

☎
551-

０
１
０
７ 

ＦＡＸ
551-

２
０
１
０

国
保
税
の
課
税
…

　

税
務
課 

市
民
税
係

  

☎
551-

０
１
０
６ 

ＦＡＸ
551-

２
０
１
０

■
国
保
は
助
け
合
い
の
制
度

　

国
保
制
度
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
国
保
税
を
出
し
合
い
、
医
療
が
必
要

な
と
き
に
助
け
合
う
社
会
保
険
制
度
で

す
。
失
業
な
ど
で
収
入
が
減
少
し
て
支

払
い
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、

１
人
で
悩
ま
ず
、
税
務
課
納
税
推
進
室

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
１
年

間
に
納
付
さ
れ
た
社
会
保
険
料
の
お
知

ら
せ
の
送
付
時
期
の
変
更
に
つ
い
て
】

昨
年
度
ま
で
は
10
月
ご
ろ
に
納
付
さ
れ

た
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
）
の
お
知
ら
せ
を
今
年
度
か
ら
１
月

中
旬
頃
に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
な
ど
で
事
前
に
必
要
な
人
は
税

務
課
市
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
市
税
の
滞
納
が
及
ぼ
す
影
響

市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。市

税
滞
納
は
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

■
公
平
公
正
な
納
税
の
た
め
に

滞
納
者
の
預
金
や
給
与
等
の

財
産
の
差
押
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
し
て

い
る
市
税
を
よ
り
早
期
に
完
納

で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な

納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
務
課　

納
税
推
進
室

☎
551-
０
１
０
７

ＦＡＸ
551-

２
０
１
０

メzeim
u@

city.ritto.lg.jp

差し押さえ対象 件数
不動産

（土地・建物など） ４件

動産（現金など） １件
債権

（預貯金・給与など） 309件

捜索 ３件

合　計 317件

※滋賀県にも一部の徴収を依頼
しました

令和元年度滞納対策取組み状況
滞
納
処
分
実
施
件
数

（
令
和
２
年
３
月
末
現
在
）

滋
賀
県
が
実
施
し
て
い
る
、
旧
Ｒ
Ｄ

最
終
処
分
場
問
題
解
決
の
た
め
の
二
次

対
策
工
事
は
、
今
年
度
末
の
完
了
予
定

で
す
。

こ
の
工
事
は
、
廃
棄
物
な
ど
の
掘
削

除
去
を
行
う
と
と
も
に
、
底
面
粘
土
層

の
修
復
と
側
面
地
下
水
帯
水
層
の
遮
水

を
行
い
、
浸
透
水
を
揚
水
処
理
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環
境
保
全
上
の

支
障
お
よ
び
そ
の
お
そ
れ
を
除
去
す
る

も
の
で
す
。

■
工
事
等
の
進
捗
状
況

　

処
分
場
内
の
掘
削
、
底
面
・
側
面
遮

水
工
な
ら
び
に
有
害
物
掘
削
除
去
が
完

了
し
、今
後
は
選
別
土
に
よ
る
埋
戻
し
、

キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
工
、
雨
水
排
水
工
お
よ

び
選
別
処
理
施
設
の
解
体
を
順
次
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

処
分
場
の
浸
透
水
、
周
辺
地
下
水
の

水
質
調
査
が
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
12
月
の
調
査
で
は
、
前
回
調
査
か
ら

引
き
続
き
、
ひ
素
で
３
地
点
、
ほ
う
素
で

１
地
点
の
基
準
超
過
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
旧
栗
東
町
に
由
来
す
る
家
庭

系
ご
み
に
関
す
る
影
響
調
査
で
は
、
前

回
と
同
様
に
３
地
点
と
も
環
境
基
準
を

超
え
る
有
害
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

問
環
境
政
策
課 

産
業
廃
棄
物
対
策
室

  

☎
551-

０
４
６
９ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

　

滋
賀
県 

最
終
処
分
場
特
別
対
策
室

  

☎
528-

３
６
７
０ 

ＦＡＸ
528-

４
８
４
９

で
し
た
。

■
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題
連
絡
協
議
会

二
次
対
策
工
事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
計
画
や
当
面
の
敷
地
管
理
な
ど
に

つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
地
下
水
な
ど
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

引
き
続
き
十
分
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

二
次
対
策
工
事
の
進
捗
状
況

旧
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場

撮
影
日　

２
０
１
９
年
11
月
22
日

〈
滋
賀
県
最
終
処
分
場
特
別
対
策
室
資
料
引
用
〉

■
底
面
遮
水
工
、
側
面
遮
水
工
の
施
工

完
了
状
況
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栗
東
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

ま
し
た

本
市
で
は
、
第
六
次
栗
東
市
総
合
計

画
に
定
め
る
「
い
つ
ま
で
も　

住
み
続

け
た
く
な
る　

安
心
な
元
気
都
市　

栗

東
」
を
実
現
す
る
た
め
、
観
光
振
興
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
へ
の
誇

り
や
愛
着
の
醸
成
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
、
栗
東
市
観
光
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
観
光
事
業
者
、

学
識
経
験
者
、
観
光
関
係
機
関
の
代
表

者
、
観
光
関
係
行
政
機
関
の
職
員
で
構

成
さ
れ
る
栗
東
市
観
光
振
興
会
議
で
議

論
を
重
ね
、
令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
基
本
方
針
を
定
め
た

も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
振
興
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
商
工
観
光
労
政
課 

観
光
振
興
係

☎
551-

０
２
３
６  

ＦＡＸ
551-

０
１
４
８

栗
東
市
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

後
半
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
通
じ

て
豊
か
で
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
を

目
指
し
栗
東
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
を
定
め
、
そ
の
具
現
化
の
た
め
に
栗

東
市
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
学
識
経
験
者
や
市
内

企
業
の
代
表
者
な
ど
関
係
機
関
の
代

表
者
で
組
織
す
る
中
小
企
業
振
興
会

議
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
実

行
す
る
基
本
事
項
を
定
め
た
「
栗
東 

市
商
工
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
後
半
期
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

今
後
、こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
工
振
興
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

※本ロードマップの詳細は、市ホームページの商工振興
係からご覧いただけます。

図：栗東市商工振興ビジョン後半期ロードマップ概要図

問
商
工
観
光
労
政
課　

商
工
振
興
係

☎
551-

０
２
３
６ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
８

中小企業等振興とまちづくりを両輪で進めることではじめて成果が生まれます

中小企業等

市 大企業

その他市民

連携・協働

１．中小企業・小規模事業者の経営基盤の強化
（１）事業機会拡大および持続的発展へ向けた中小企業者等へのサポート強化
　・事業継続力強化支援計画の推進　など
（２）中小企業・小規模事業者の経営基盤強化
　・創業支援等事業計画の推進　など
２．消費者ニーズの創出
（１）域内調達拡大運動の推進
　・域内調達拡大の推進　など
（２）市民の消費ニーズ創出の検討
　・魅力ある個店づくりへの情報発信支援　など
３．まちの賑わい創出
（１）にぎわい創出と来街者を増やすための取組み
　・空き店舗等対策の拡充　など
４．人材確保と生産性向上
（１）人材確保と生産性向上のための取り組み
　・市内企業の人材確保支援　など
（２）円滑な事業承継の支援
　・関係機関との連携によるサポート体制と相談体制の構築　など

後半期ロードマップの具体的な施策

中小企業等をはじめ、市、大企業、市民、その他の団体それぞれが連携・協働し、
中小企業・小規模事業者の振興を図る

第六次栗東市総合計画（Ｒ2～Ｒ11）
「いつまでも　住み続けたくなる　安心な元気都市　栗東」の実現
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カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

活
用
く
だ
さ
い
「
栗
東
市
空
き
店
舗
等

活
用
促
進
事
業
補
助
金
」

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
と
は

市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
栗
東
市
幼
児
交
通
安
全
カ
ン
ガ
ル
ー

ク
ラ
ブ
」
は
、
交
通
安
全
教
室
を
と
お

し
て
、
幼
児
や
児
童
へ
の
交
通
安
全
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幼
児
を
守
る
た

め
に
は
、
各
家
庭
で
幼
児
が
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

安
全
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
は
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動

子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
安
全
教
室
や

自
転
車
教
室
を
し
て
い
ま
す
。
夏
ま
つ

り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
各
回
、
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
み
、
楽
し
み
な

が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

■
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
入
会
案
内

市
内
の
未
就
学
児
を
対
象
に
、
交
通

安
全
教
室
を
年
間
８
回
、
市
役
所
や
な

ご
や
か
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
年
会
費
は
４
０
０
円
で
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

◎
令
和
２
年
度　

第
１
回
カ
ン
ガ
ル
ー

ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室

◦
日
時
…
５
月
17
日
㈰ 
10
時
～

◦
場
所
…
市
役
所

未
入
会
の
人
は
当
日
、
体
験
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。～

会
長
か
ら
の
ひ
と
こ
と
～

今
後
も
交
通
安
全
教
室
を
通
じ
て
、

園
児
・
児
童
に
交
通
安
全
指
導
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
は
、
市
役
所
交
通
政
策
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
交
通
政
策
課　

交
通
政
策
係

☎
551-

０
２
９
１　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

　

手
、
駅
東
栗
（
辺
周
駅
の
内
市
東
栗

活
済
経
域
地
と
出
創
い
わ
賑
の
）
駅
原

る
け
お
に
内
域
区
定
指
て
け
向
に
化
性

の
境
環
商
び
よ
お
少
減
の
等
舗
店
き
空

空
該
当
と
者
店
出
規
新
、
め
た
の
上
向

内
囲
範
算
予
に
者
有
所
の
ど
な
舗
店
き

度
制
る
す
助
補
を
部
一
の
費
経
要
必
で

集
募
の
度
年
今
。
す
ま
い
て
し
設
創
を

く
用
活
ご
、
で
の
す
ま
い
て
し
始
開
を

。
い
さ
だ

・
原
手、
区
地
辺
周
駅
東
栗
…
域
区
象
対

区
地
辺
周
寺
養
安

新
で
内
域
区
定
指
象
対
助
補
…
者
象
対

本
、
人
る
い
て
え
考
を
店
出
舗
店
に
た

新
り
お
て
し
業
営
を
舗
店
に
既
で
内
市

店
出
の
で
内
域
区
定
指
象
対
助
補
に
た

ど
な
人
る
い
て
え
考
を

、
業
食
飲、
業
売
小
の
存
既
…
種
業
象
対

加
追
が
業
祉
福
・
療
医

　

係
興
振
工
商

　

☎
551-

６
３
２
０

　

℻
551-

８
４
１
０

　

。
す
ま
い
て
し

補助対象経費 補助対象者 補助率 補助限度額

店舗改装費

新規出店者 10 分の２
以内 20 万円

指定区域内における新規出店者
で栗東市創業支援等事業計画に
基づく特定創業支援等事業の修
了者

10 分の３
以内 30 万円

店舗賃借料

新規出店者 10 分の２
以内

月額５万円
（最長 12 か月）

指定区域内における新規出店者
で栗東市創業支援等事業計画に
基づく特定創業支援等事業の修
了者

10 分の３
以内

月額８万円
（最長 12 か月）

店舗修繕費 新規出店者が入店する店舗の所
有者

10 分の２
以内 20 万円

※「現在開業している」、「賃貸借契約を締結済み」、「店舗の改装工事を発注済」など市が補助金
の交付決定を行う前に事業に着手しているケースは補助対象外となりますのでご注意ください。

昨
年
度
の
補
助
金
対
象
事
例S.D

.C
. 

ダ
ン
ス 

& 

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
タ
ジ
オ

栗
東
市
綣
２-

４-

５

ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
２
階

お
お
ば
ち　

こ
ば
ち

栗
東
市
綣
２-

４-

５

ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
１
階
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■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助
に
つ

い
て

　

耐
震
性
の
低
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
さ
れ
る
建
物
の
所
有
者
に
、

工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
（
対
象
の
建
築
物
、
対

象
者
は
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
と

同
じ
）
…

①
一
般
診
断
法
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結

　

果
、総
合
評
点
が
0.7
未
満
の
住
宅
で
、

　

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り　

　

総
合
評
点
が
0.7
以
上
に
な
る
も
の

②
設
計
者
・
工
事
施
工
者
が
、
滋
賀
県

　

の
主
催
す
る
滋
賀
県
木
造
住
宅
耐
震

　

改
修
工
事
講
習
会
を
修
了
し
、
講
習　

　

会
修
了
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　

者
で
あ
る
こ
と

③
工
事
が
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
完

　

了
す
る
こ
と

※
申
込
み
手
続
き
・
補
助
条
件
な
ど
、

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
住
宅
課　

建
築
・
施
設
係　

　

☎
551-

１
９
４
３
　
ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

に
相
当
す
る
額
の
ど
ち
ら
か
低
い
額

で
、
１
敷
地
当
た
り
15
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

※
申
込
み
手
続
き
・
補
助
の
条
件
な
ど

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
所
有
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

に
つ
い
て
、
今
一
度
安
全
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
住
宅
課　

建
築
・
施
設
係

　

☎
551-

１
９
４
３　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

本
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
お
よ
び

補
強
案
作
成
に
つ
い
て

対
象
建
築
物
…
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

　

た
す
も
の

①
市
内
の
建
築
物
で
、
昭
和
56
年
５
月

　

31
日
以
前
に
完
成
し
て
い
る
こ
と

②
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
を
超
え
る
部

　

分
が
住
宅
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
階
数
が
２
以
下
で
、
か
つ
、
延
べ
面

　

積
３
０
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

④
木
造
軸
組
工
法
の
も
の
（
枠
組
壁
工

　

法
ま
た
は
丸
太
組
工
法
で
な
い
も
の
）

対
象
者
…
市
内
に
在
住
か
つ
対
象
の
住

　

宅
を
所
有
す
る
人

業
務
の
内
容
…
住
宅
の
耐
震
性
を
確
認

　

す
る
た
め
、
耐
震
診
断
員
を
派
遣
し

　

ま
す
。
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
な

　

い
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
補
強
す

　

る
た
め
の
補
強
案
お
よ
び
概
算
費
用　

　

内
訳
書
を
作
成
し
ま
す
。
す
べ
て
無

　

料
で
実
施
し
ま
す
。

地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
に
面
し
た
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
す
る
人

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
者

①
市
内
に
存
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
所

　

有
し
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す

　

る
人
（
市
内
在
住
要
件
は
、
問
い
ま　

　

せ
ん
）

②
撤
去
工
事
が
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

　

に
完
了
す
る
見
込
み
の
あ
る
人

■
補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

①
個
人
が
所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等 　

　

で
あ
る
こ
と
。（
法
人
は
除
き
ま
す
）

②
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高
さ
は
、

　

60 

㎝
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と

③
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
道
路
に

　

面
し
て
い
る
こ
と

④
撤
去
し
た
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高

　

さ
は
全
て
60 

㎝
未
満
で
あ
る
こ
と

■
補
助
金
の
額
等

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
要
す
る

壁
面
６
０
０
０
円
／
㎡
に
よ
り
算
出
す

る
額
、
ま
た
は
撤
去
費
用
の
２
分
の
１

自
宅
の
耐
震
性
を
無
料
で

診
断
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工
事
に
対
し
て

一
部
費
用
を
補
助
し
ま
す
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絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
に
こ
に

こ
く
ら
ぶ
」
が
「
第
８
回
お
う
み

社
会
貢
献
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
滋
賀
県
市
町
村
振

興
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
「
に
こ
に
こ
く
ら
ぶ
」
は
、
市

内
保
育
園
や
高
齢
者
施
設
な
ど

で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
地
域

の
民
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居

を
行
い
、
０
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
楽
し
い
時
間
を
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
、
５
年
に
わ
た
る

地
域
へ
の
貢
献
と
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
普
及
啓
発
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。「
大
き
な
賞
を
も

ら
っ
て
驚
い
て
い
ま
す
。
５
年
間

続
け
て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
の
励
み
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
受
賞
を
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
各
戸
配

布
致
し
ま
し
た
「
２
０
２
０
年
度
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
つ
い
て
、

Ｐ
12
～
15
の
健
（
検
）
診
・
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
の
内
容
に
つ
い
て

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

網
掛
け
部
分
…
訂
正
部
分

〇
…
実
施
医
療
機
関

◎
…
予
約
必
要

☆
…
か
か
り
つ
け
の
人
の
み

　

栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ

イ
ド
協
会
で
製
作
さ
れ
た
『
栗
東

あ
い
う
え
お
カ
ル
タ
』
を
市
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
を
は
じ
め
各
教

育
関
係
部
署
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

代
表
の
小
森
鐘
二
さ
ん
は
「
昔

な
が
ら
の
あ
そ
び
を
知
ら
な
い
子

ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
ま

で
楽
し
み
な
が
ら
郷
土
栗
東
の
歴

史
を
学
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
に
活
用

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ

イ
ド
協
会
は
「
温
故
知
新
」「
不

易
流
行
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
に

し
え
を
今
に
繋
ぐ
「
郷
土
栗
東
の

語
り
部
ガ
イ
ド
活
動
」
を
行
う
団

体
で
す
。

にこにこくらぶ「第８回おうみ社会貢献賞」受賞

栗東あいうえおカルタを寄贈

お詫びと訂正「2020年度健康づくりカレンダー」

寄贈された「栗東あいうえおカルタ」

医療機関
高齢者

インフル
エンザ

高齢者の
肺炎球菌
感染症

MR
１期・
２期

日本脳炎
１期・２期

ヒトパピローマウイルス
感染症 風しん第５期（クーポン）

13 歳未満 13 歳以上 サーバリックス ガーダシル 抗体検査 予防接種
立石医院 ○ ○ ◎ ○ ○

樋上循環器科内科医院 ◎ ○ ◎２期のみ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ふれあい診療所（受付は診療
時間終了の 15 分前まで） ◎ ◎ ○

栗東はた内科医院 ○☆ ◎☆来院の上
要予約

◎☆来院の上
要予約

◎☆来院の上
要予約

◎☆来院の上
要予約

医療機関名 子宮頸がん
検診

MR
１期・
２期

ヒトパピローマウイルス
感染症

サーバリックス ガーダシル

草津総合病院　南草津健診センター
けん診のみ受付時間 12:30 ～ 14:00 ◎ ◎ ◎

草津レディースクリニック ◎

竹岡診療所

栗東市健（検）診・予防接種実施医療機関（訂正版）P12 ～ 13

草津市健（検）診・予防接種実施医療機関（訂正版）P14 ～ 15

問健康増進課　　☎ 554-6100　FAX 554-6101　
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
、
や
さ
し

い
お
店(

事
業
所)

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

本
市
で
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も

ち
、
地
域
や
職
場
で
、
認
知
症
の
人
や

家
族
に
対
し
て
で
き
る
範
囲
で
手
助
け

を
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
お
店
と
は

本
市
の
認
知
症
の
取
り
組
み
に
賛
同

し
、
認
知
症
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
や

さ
し
い
対
応
を
行
っ
て
い
る
お
店
や
事

業
所
の
こ
と
で
す
。

協
力
店
舗
・
事
業
所
に
「
認
知
症
の

人
に
や
さ
し
い
店
」
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見

え
や
す
い
所
に
貼
り
だ
し
て
も
ら
い
、

地
域
の
中
で
の
見
守
り
や
、
来
客
対
応

等
の
中
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
疑
い
の

あ
る
気
に
な
る
人
が
い
た
時
に
、
相
談

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
お
店
に
な
る

　

に
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
、「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
店
」

の
登
録
を
行
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
よ
る
劇
や

ク
イ
ズ
を
通
し
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
お
店
に
認

定
さ
れ
る
と

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
店
」
ス
テ
ッ
カ

ー
を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
認
知
症
の
人
に
や
さ
し

い
お
店
・
事
業
所
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課　

地
域
支
援
係

☎
551-

０
１
９
８  

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８ 認知症の人にやさしい店ステッカー

令和２（2020）年度 市役所 ･市内施設一覧

栗東市役所　〒 520-3088 滋賀県栗東市安養寺一丁目 13-33　☎ 077-553-1234　ＦＡＸ 077-554-1123

※電話番号 ･FAX 番号の市外局番は 077 です。　※メールアドレスは後に「@city.ritto.lg.jp」を付けてください。
※課名欄 (　) 内は市役所庁舎内の階数、施設の住所です。

( 組織改変した主な内容 )
◦「企業立地推進課」を新設。東部開発業務との一体化、開発と農地保全の調整と積極的な事業展開を行う。
◦「子ども・健康部」を「子ども青少年局」に改め、教育委員会部局との連携をよりスムースとする組織とする。
◦健康管理関連業務（健康増進課）を福祉部へ移管し「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に向けた取組み」の強化。
「福祉部」を「健康福祉部」に改めた。

【市長】野村昌弘　【副市長】藤村春男　【教育長】福原快俊

課名 課長名 係名 電話番号 FAX番号 メールアドレス 主な仕事
議会事務局　局長:國松康博
議事課
(４階) 木村洋子 庶務・議事 ･ 調

査係 551-0137 551-0146 gikai 議会運営等の調査、研究、調整や本会議･
委員会の議事、会議録の作成など

市民政策部　部長･市長公室長･危機管理監:木村勉　理事:中嶋勇(企画・財政担当)

秘書広報課
（３階） 佐藤哲也

秘書係 551-0102
553-1280

hisyo 秘書、褒章表彰、広報紙の発行、ホーム
ページの運用、報道機関との連絡調整、
広聴、市長と市民の対話事業広報･広聴係 551-0641 kohokocho

危機管理課
(危機管理センター) 木村稔

総合防災 ･ 危機
管理係 551-0109 518-9833 kikikanri 危機管理の推進、総合防災、防犯のまち

づくりの推進防犯係

自治振興課
(３階) 川津裕一

自治振興係

551-0290
551-0432

jichishinko

自治会･地域振興協議会などの活動支
援、コミュニティセンターの管理運営支
援、住居表示、市民やNPOの社会貢献・
ボランティア活動の支援･推進、協働推
進、国内･国際交流、多文化共生のまち
づくり、男女共同参画推進

協働まちづくり係
男女共同参画推
進係
国内･国際交流係
消費生活係

551-0115 消費者行政、消費生活相談
消費生活相談窓口 shohiseikatsu

財政課
(３階)

伊勢村由美
田代正幸 (参事)

財政係 551-0100
554-1123

zaisei 財政計画や予算編成、市有財産の管理や
庁舎の維持管理、工事の入札･契約･検
査

管財係
551-0308

契約検査室 keiyakukensa

元気創造政策課
(３階) 山田秀樹

政策企画係

551-1808
554-1123

genki 総合計画や重要施策の総合的な企画･調
整、総合戦略の推進、市に対する要望の
処理、行政改革の推進、馬事業の企画、
各種統計調査の実施

改革推進係
総合調整係
馬事業企画室
統計係 551-0493 toukei

総務部　部長:宇野茂樹　理事:伊勢村文二(人権政策担当)　次長:駒井隆司

総務課
(３階)

駒井隆司
小林正樹 (参事)

行政係
551-0103

554-1123 somu

条例･規則などの制定･改廃、平和都市
宣言、情報公開･個人情報保護、環境マ
ネジメントシステムの推進、職員研修、
職員採用、職員の勤務条件･給与･福利
厚生、地域情報化の推進、情報システム
の管理

情報公開係
法務対策係
情報政策係 551-0101
マネジメント
(ISO)推進係

551-0103職員活性係
人事･給与係

税務課
(１階) 小山領一

資産税係 551-0105
551-2010 zeimu

固定資産税、市民税(個人･法人)、国
民健康保険税、軽自動車税などの課税事
務や申告受付、固定資産の評価、市税の
収納、滞納整理、債権管理

市民税係 551-0106
納税推進室 551-0107

人権政策課
(３階)

芝原慶久
山本新一 (参事)

同和政策係
551-0108 554-1123 jinkenseisaku 人権・同和問題に係る総合計画・総合調

整、人権啓発に関わる計画調整人権啓発係

ひだまりの家 山本新一 (十里399-3) 552-1000 552-1154 hidamari 地域総合センターに関すること

総合窓口課
（１階） 太田吉明

総合窓口係
551-0110 553-0250 sogomadoguchi

戸籍・住所異動届出、印鑑登録などの諸
手続き、各種証明書の発行、埋火葬の許
可書の発行、マイナンバー（個人番号）
カードの交付など業務係

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
２
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
計
画

的
に
介
護
保
険
適
用
の
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

２
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
は
、

通
い
と
訪
問
、
宿
泊
の
３
つ
の
サ
ー
ビ

ス
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て
、
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
の
整
備
で
、
日
常
生
活
圏
域
（
中

学
校
区
）
に
１
施
設
ず
つ
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
は
、
地
域
と
連
携
し
、

地
域
の
拠
点
と
し
て
、
誰
も
が
役
割
を

持
ち
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
一
役

を
担
う
施
設
と
し
て
、期
待
さ
れ
ま
す
。

栗
東
中
学
校
区
：
小
規
模
多
機
能
ホ　

ー
ム　

志
（
新
設
）
６
月
１
日
オ
ー
プ
ン

葉
山
中
学
校
区
：
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所　

済
生
会
な
で
し

こ
栗
東

栗
東
西
中
学
校
区
：
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
所　

心
の
さ
と

（
新
設
）
５
月
１
日
オ
ー
プ
ン

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

☎
551-

０
２
８
１  

ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

小規模多機能型居宅介護事業所　心のさと 小規模多機能ホーム　志
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